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　「介護の日」は、介護についての理解と認識を深め、介護サービス利用者およびそのご家族
や介護従事者を支援するとともに、地域社会における支え合いや交流を促進することを目的に
定められました。
　この機会に「介護」について考えてみませんか？

～介護保険制度について～
介護を社会で支え合い、老後の不安を軽減しましょう

　介護保険制度は、高齢化や核家族化の進行、介護離職問題などを背景に、介護を社会全体で支えることを目的
として２０００年（平成 1２年）に創設されました。４０歳になると、介護保険へ加入することになります。加齢に伴い、
介護が必要となる状態に陥るリスクが高くなることに加えて、高齢となった家族の介護が必要となる可能性も高
まります。
　いざ、家族の介護が始まると、介護疲れやストレス、孤立感に悩むケースがあります。
　要介護（要支援）認定を受けることで、介護サービスを利用することができ、介護をする家族の負担、ストレ
スの軽減を図ることも可能です。

〇介護保険加入者（被保険者）
・６５歳以上の方（第1号被保険者）
　原因を問わず、要介護（要支援）認定を受けることで、介護サービスを利
用することができます。
・４０歳から６４歳の方（第2号被保険者） 
　加齢に伴う疾病（※特定疾病）が原因となり、介護が必要となった場合、要介護（要支援）認定を受けること
で、介護サービスを利用することができます。

　※特定疾病とは？
　加齢に伴って生じる心身の変化に起因し、要介護状態の原因である障
がいを生じさせる病気のことです。１６種類の疾病が認められています。
　 １．がん（認められている知見に基づき回復の見込みがない状態に至ったと判断したものに限る）
　 ２．関節リウマチ 　３．筋萎縮性側索硬化症　 ４．後縦靭帯骨化症　 ５．骨折を伴う骨粗鬆症
　 ６．初老期における認知症　 ７．進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病
　 ８．脊髄小脳変性症　 ９．脊柱管狭窄症 　１０．早老症　 １１．多系統萎縮症　
　１２．糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症および糖尿病性網膜症　 １３．脳血管疾患　
　１４．閉塞性動脈硬化症　 １５．慢性閉塞性肺疾患
　１６．両側の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症
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〇利用できる主な介護サービス

【自宅で受けるサービス】
・訪問介護： 訪問介護員（ホームヘルパー）が、入浴や排泄、食事等の介護や掃除、洗濯等の

家事を行うサービス
・訪問看護： ご自宅で療養生活が送れるよう、看護師等が日常生活の援助や医師の指示のもと

必要な医療の提供を行うサービス
・福祉用具貸与：生活や介護に役立つ福祉用具（杖、車椅子等）のレンタルができるサービス

【日帰りで利用するサービス】
・通所介護（デイサービス）：�食事や入浴の支援や心身機能を維持・向上するための機能訓練

やレクリエーション等を行うサービス
・通所リハビリテーション：�施設等において日常生活の自立を助けるために、理学療法士や作

業療法士等がリハビリテーションを行い、心身機能の維持回復を
図るサービス

【施設（入所系）サービス】
・介護老人福祉施設：常時介護が必要で、家庭での生活が困難な方が入所する施設

・介護老人保健施設：�病状が安定し、病院から退院した方等、在宅生活に復帰できるようリハ
ビリテーションを中心とするケアと介護を受ける施設

・認知症対応型共同生活介護：�認知症の方が共同で生活できる場で、介護や機能訓練を受け
る施設

（デイケア）

（グループホーム）

（特別養護老人ホーム）

上記のサービス以外にも利用できるサービスがあります。
　サービスを利用できる方は、要介護（要支援）認定を受けた方になります。
　介護の認定を受けるには、申請手続が必要となりますので、下記までご相談ください。
　申請されてから認定を受けるまでには、約１カ月かかります。

※�なお、介護サービスを利用する際に介護保険料の滞納期間があると、介護保
険の給付が制限され、利用者の負担が大きくなる場合があります。保険料の
納め忘れには、ご注意ください。

問 高齢福祉課　介護保険係　内１２５～１２６、１２９
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

（事業者向け）新型コロナウイルス感染症に関する市独自の支援制度
　県が行った「営業時間の短縮要請」および「不要不急の外出並びに移動の自粛要請」により影響を受けた
中小企業及び個人事業者を支援します。
　茨城県営業時間短縮要請等関連事業者一時金（令和３年４～６月、８～９月）対象事業者向けの制度です。
��関連事業者支援一時金
　令和 3 年 4 ～ 9 月のいずれかの月の売上が、令和 2 年（または令和元年）の同月比で 30％以上減少し、
以下のいずれかに該当する市内に事業所等がある中小企業者もしくは個人事業主が対象です。
　⑴営業時間短縮要請に協力した飲食店と直接取引がある事業者
　　例えば 食品加工・製造事業者　総菜製造業者、飲料加工事業者、酒造業者等
　　　　　 器具・備品事業者　食器・調理器具・備品・消耗品（おしぼり等）の販売業者等
　　　　　 サービス事業者　接客サービス業者、清掃事業者等
　　　　　 流通関連事業者　卸・仲卸等
　⑵ 外出自粛要請により直接的な影響を受けた、主に個人向けに対面で販売やサービスを提供する事業者
　　例えば 飲食事業者（営業時間短縮要請対象外の飲食事業者等）、宿泊事業者
　　　　　 文化・娯楽サービス事業者、冠婚葬祭事業者、旅行関連事業者、小売事業者
　　　　　 教育・スポーツ関連事業者、その他サービス事業者、旅客運送事業者
　　　　　 イベント関連事業者、理・美容、生活衛生関連事業者
　⑶給付金の申請日までに 3 カ月以上引き続き事業を営み、今後も事業を継続していく意思があること
　⑷市税（法人の場合は代表者の市税を含む）を滞納していないこと
　⑸いばらきアマビエちゃんの登録事業者であること
　⑹北茨城市暴力団排除条例第 2 条第 1 号と第 3 号で定める暴力団関係者でないこと
　⑺茨城県営業時間短縮要請等関連事業者一時金支給要綱（不支給要件）の規定に該当しないこと
※�令和 3年 4 ～ 6 月、8～ 9 月の飲食店への茨城県新型コロナウイルス感染症拡大防止営業時間短縮要請を
受けた事業者、協力金を受給した事業者は対象外です。

��支給額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1 事業者当たり一律 20 万円（1 回限り）
◎申請期限　令和４年 1月３１日㈪
※申請要件など詳しくは市ホームページで確認いただくか下記へお問い合わせください。
 申 問商工観光課（岸、横田）　内３６２

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
情
報

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
つ

い
て　

　

 

接
種
を
希
望
す
る
方
で
予
約
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
左
記
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

ま
た
、
予
約
を
し
た
日
時
に
接
種
で
き

な
い
場
合
は
、
必
ず
左
記
へ
キ
ャ
ン
セ

ル
の
ご
連
絡
（
平
日
の
み
。
土
日
祝
日

は
市
役
所
ま
で
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
接
種
済
証
の
保
管
に
つ
い
て

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証

（
ク
ー
ポ
ン
券
）
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
こ
と
の
証
明
書
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
10
代
・
20
代
の
男
性
と
保
護
者
の
方
へ

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
心
筋

炎
・
心
膜
炎
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

10
代
・
20
代
の
男
性
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
選
択
で
き
ま
す

　

 

10
代
・
20
代
の
男
性
で
、
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約
中
の
方
、
す

で
に
1
回
目
を
接
種
し
た
方
も
、
希
望

す
る
場
合
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問 

北
茨
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
44

－

６
７
７
０

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）
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北茨城市役所　☎43-1111

あ
な
た
の
土
地
が

あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　

悪
質
な
業
者
か
ら
金
銭
や
甘
い
言
葉

（
う
ま
い
話
）
で
土
地
利
用
を
求
め
ら
れ
、

安
易
に
同
意
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
大
切

な
土
地
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
た

り
、
質
の
良
く
な
い
残
土
な
ど
を
埋
め
立

て
ら
れ
る
事
案
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
案
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
、
安
易
に
土
地

を
貸
さ
な
い
」
と
い
う
意
思
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遊
休
地
に
い
つ
の
間
に
か
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
。
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
人
目
に
つ
き
に

く
い
土
地
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い
土

地
な
ど
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な

見
回
り
、
進
入
禁
止
柵
や
不
法
投
棄
禁
止

な
ど
の
警
告
掲
示
板
の
設
置
が
有
効
で

す
。
所
有
の
土
地
に
関
し
て
は
、
適
切
な

管
理
を
す
る
こ
と
で
対
策
に
も
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
５
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
土
砂

等
に
よ
る
埋
立
て
や
盛
土
等
に
は
、
市
ま

た
は
県
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

廃
棄
物
の
状
況
を
、
写
真
や
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
添
付
・
入
力
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に

投
稿
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
不
法
投
棄
に
関

す
る
情
報
は
、
位
置
情
報
や
写
真
な
ど
の

情
報
も
含
め
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
県
に

情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
県
廃
棄
物
規
制
課
不
法
投
棄

対
策
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【 

不
法
投
棄
通
報
ア
プ
リ

 
PIRIK

A

（
ピ
リ
カ
）】

　

 

世
界
最
大
規
模
の
ご
み
拾
い
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
地
域
の
清
掃
活
動
の

活
性
化
に
活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

約
80
万
人
以
上
が
参
加
し
、
累
計
１
・

４
億
個
以
上
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
て
い

る
。

　

不
法
投
棄
・
野
焼
き
を
見
つ
け
た
ら
、

　

不
法
投
棄
１
１
０
番

　
（
０
１
２
０

－

５
３
６

－

３
８
０
）
へ

※ 

休
日
・
夜
間
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
通

報
し
て
く
だ
さ
い

問

生
活
環
境
課　

環
境
保
全
係

　
　
　
　
　

 

内

３
７
５

　

県
廃
棄
物
規
制
課

 

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
０
３
５

　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー　

環
境
・
保
安
課

　

 

☎
０
２
９
４

－

80

－

３
３
５
５

注
意
！

ゴ
ミ
の
野
焼
き
は

ゴ
ミ
の
野
焼
き
は

��

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

廃
棄
物
を
「
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）」

す
る
こ
と
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
一
部
の
例
外
（
※
）

を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

廃
棄
物
以
外
で
あ
っ
て
も
「
茨
城
県
生
活

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」に
よ
り
、

ゴ
ム
、
硫
黄
、
タ
ー
ル
ピ
ッ
チ
、
皮
革
、

合
成
樹
脂
・
合
成
繊
維
、
廃
油
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
物
で

も
、
燃
焼
に
伴
っ
て
ば
い
煙
や
悪
臭
を
発

生
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
屋
外
で
の
多

量
燃
焼
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
野
焼
き
」は
周
囲
に
住
ん
で
い
る
方
々

に
「
悪
臭
が
す
る
」「
洗
濯
物
が
汚
れ
る
」

な
ど
の
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
ほ

か
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
源
と
な
っ

て
環
境
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
り
ま

す
の
で「
野
焼
き
」は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

「
野
焼
き
」
は
犯
罪
で
す

　

廃
棄
物
の
処
理
基
準
に
従
わ
な
い
焼
却

（
簡
易
焼
却
炉
・
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
の
焼

却
）、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
な
ど
の
野

外
等
で
の
不
法
な
廃
棄
物
の
焼
却
に
つ
い

て
は
直
接
罰
を
伴
う
規
定
が
あ
り
、
違
反

し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
の
例
外
は
、政
令（
廃

棄
物
処
理
法
施
行
規
則
）
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

① 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

例
： 

河
川
管
理
者
に
よ
る
河
川
管
理
を
行

う
た
め
の
伐
採
し
た
草
木
等
の
焼
却

な
ど

② 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
又
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

例
： 

凍
霜
害
防
止
の
た
め
の
稲
わ
ら
の
焼

却
、
災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
等
の

焼
却
な
ど

③ 

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

例
： 

ど
ん
と
焼
き
等
の
地
域
の
行
事
に
お

け
る
不
要
と
な
っ
た
門
松
、
し
め
縄

等
の
焼
却
な
ど

④ 
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却

例
：
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど

※ 

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
野
焼
き
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

⑤ 

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の

例
： 

た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等

を
行
う
際
の
木
く
ず
等
の
焼
却
な
ど

　

右
記
の
例
外
規
定
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
て

い
る
（
苦
情
が
あ
る
）
場
合
な
ど
は
、
例

外
扱
い
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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メ
ー
ル

配
信
登
録

中
学
校
で
は
自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
日
が
本
格

稼
働
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
理
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
手
際
よ
く

調
理
さ
れ
た
約
３
２
０
０
食
分
の
給
食

は
、
５
台
の
配
送
車
に
よ
っ
て
各
校
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を

提
供
し
て
い
き
す
。

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

本
格
稼
働

本
格
稼
働

　

９
月
１
日
に
供
用
を
開
始
し
た
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月
27
日
の
給
食

再
開
に
あ
わ
せ
て
本
来
の
業
務
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
２
学
期
の
開
始
と
同
時
に
給
食

の
提
供
を
始
め
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
小▲短時間で手際よく作業が進みます

▲中妻小学校の給食の様子 ▲できあがった給食を各校へ

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
の

特
別
給
付
金
の

��

申
請
を
お
忘
れ
な
く

申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

令
和
３
年
４
月
以
降
、「
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
方
は
支
給
を
受
け
る
た
め
に
申
請

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

で
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ひ
と
り
親
世
帯
分

・ 

公
的
年
金
給
付
等
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
で
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

※ 

令
和
元
年
分
の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回
る
方
に
限

り
ま
す
。

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
家
計
が
急
変
し
、
直
近
の
収
入
が
児

童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る
水
準
に
下

が
っ
た
方

▽
ひ
と
り
親
以
外
の
世
帯
分

・�

令
和
３
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
の
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

※ 

令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
、
15
歳
以
上

18
歳
未
満
の
児
童
（
一
定
以
上
の
障
が

い
を
持
つ
児
童
の
場
合
は
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
た
方

※ 
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
を
所
属

庁
か
ら
支
給
さ
れ
た
公
務
員

・�

令
和
３
年
１
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が
急
変

し
、
直
近
の
収
入
が
住
民
税
（
均
等

割
）
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に
下
が
っ

た
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

① 

令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
、
18
歳
未
満

の
児
童
（
一
定
以
上
の
障
が
い
を
持
つ

児
童
の
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し

て
い
た
方

② 

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
児
童
手
当

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
認
定
さ

れ
た
児
童
を
養
育
す
る
方

③ 

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
を
所
属

庁
か
ら
支
給
さ
れ
た
公
務
員

※ 

そ
の
他
、①
か
ら
③
に
該
当
す
る
方
で
、

申
告
の
修
正
等
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
っ
た

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限

　

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

　

 

（
小
林
）
内

１
３
４
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華
川
浄
水
場
供
用
開
始

華
川
浄
水
場
供
用
開
始

　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
27
年
か

ら
建
替
え
工
事
を
行
っ
て
き
た
華
川
浄
水

場
は
、浄
水
機
能
に
係
る
工
事
が
完
了
し
、

10
月
18
日
か
ら
水
道
水
の
供
給
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
11
日
に
は
豊
田
市
長

が
浄
水
場
を
訪
れ
、
市
内
に
供
給
さ
れ
る

水
の
約
３
割
を
占
め
る
大
切
な
水
道
水
の

安
全
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

新
設
の
浄
水
場
で
は
耐
震
化
が
施
さ

れ
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
も
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
水
の
安

定
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
非

常
用
発
電
設
備
に
よ
り
配
水
の
停
止
が
回

避
で
き
、
応
急
給
水
活
動
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
外
溝
や
舗
装
工
事
が
残
っ
て
お

り
、
完
成
は
来
年
３
月
の
予
定
で
す
。

漏
水
調
査
に

漏
水
調
査
に

��

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

貴
重
な
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
り
、

道
路
陥
没
等
の
二
次
災
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

行
い
ま
す
。
地
下
に
埋
没
さ
れ
た
水
道
管

の
漏
水
を
発
見
す
る
た
め
に
、
道
路
や
宅

地
内
（
メ
ー
タ
ー
付
近
）
の
点
検
、
確
認

調
査
を
行
い
ま
す
。

▽�

調
査
地
区　

磯
原
町
磯
原
、
木
皿
、
大

塚
、
中
郷
町
汐
見
ケ
丘
1
丁
目
～
５
丁

目  

地
内

▽
調
査
期
間　

　

令
和
３
年
12
月
～
令
和
４
年
３
月

▽�

調
査
員　

市
が
委
託
し
た
専
門
会
社
の

調
査
員（
身
分
証
明
書
と
腕
章
を
携
帯
）

が
、
漏
水
量
の
多
い
地
域
の
各
家
庭
を

訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
際
に
は
宅
地
内

に
立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

内
容
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

調
査
員
が
調
査
料
を
請
求
し
た
り
、
浄

水
器
等
の
物
品
を
販
売
し
た
り
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問

施
設
課　

施
設
係　

 

（
合
六
）
内

１
１
７

▲沈殿池

▲試飲する豊田市長

▲華川浄水場の全景
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メ
ー
ル

配
信
登
録

第第
6060
回回（
令
和
２
年
度
）

（
令
和
２
年
度
）下
水
道
の
日

下
水
道
の
日

「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

ル
」入
賞
者

ル
」入
賞
者

　

９
月
10
日
「
下
水
道
の
日
」
に
ち
な
み
、

下
水
道
に
興
味
を
も
ち
、
理
解
を
深
め
、

下
水
道
の
健
全
な
発
達
に
役
立
つ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
日
本
下
水
道
協
会
な
ら
び

に
日
本
水
道
新
聞
社
が
主
催
す
る
第
60
回

（
令
和
２
年
度
）
下
水
道
の
日
「
下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

応
募
総
数
8
万
点
を
超
え
る
作
品
の
中

か
ら
、
大
臣
賞
10
作
品
を
含
む
86
点
の
入

賞
作
品
が
選
出
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
遠
藤

聖
也
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
（
華
川
小
学
校

４
年
生
）
の
作
品
が
標
語
部
門
に
入
選
し

ま
し
た
。

　「
か
り
た
水
　
キ
レ
イ
に
返
し
て
　

�

リ
サ
イ
ク
ル
」

　
問

下
水
道
課　

 

（
長
谷
川
）
内

2
６
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

　

日
立
市
で
通
信
・
防
災
用
機
械
器
具
を

製
造
し
て
い
る
日
立
パ
ー
ソ
ナ
ル
代
表
の

山
﨑
美
広
さ
ん
か
ら
、
北
茨
城
市
の
感
染

症
対
策
を
応
援
し
た
い
と
、
不
織
布
マ
ス

ク
や
除
菌
・
抗
菌
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
寄
贈

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
豊
田
市
長
か

ら
は
「
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
感
染
症
対
策
は

必
要
な
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
謝

意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
、
ス
プ
レ
ー
は
市
内
小
中
学
校

で
活
用
し
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
用
容
器

は
災
害
時
用
の
備
蓄
品
と
し
て
保
管
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

学
校
教
育
課　

 

（
滝
）
内

4
４
０

市
民
病
院
へ
の

市
民
病
院
へ
の

��

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
贈
呈

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
贈
呈

　

中
郷
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら
市

民
病
院
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
花
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
日
々
医
療
に
奔
走
さ
れ
て
い
る
医
療

従
事
者
の
方
々
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
も

の
で
す
。

　

帰
る
際
に
も
、「
お
仕
事
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
声
か
け
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

高
校
総
体
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

高
校
総
体
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

市
長
を
表
敬
訪
問

市
長
を
表
敬
訪
問

　

８
月
に
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
高
校
総

体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
に
お
い
て
、
磯
原
中
学
校
出
身

の
菊
地
力
哉
さ
ん
（
磯
原
郷
英
高
校
３
年

生
）
が
大
会
新
記
録
で
見
事
優
勝
し
、
報

告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
校

１
年
の
冬
ま
で
は
柔
道
部
に
所
属
し
て
い

た
そ
う
で
、
先
生
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
、
こ
の
短
期
間
で
大
き
く
成

長
を
遂
げ
、
日
本
一
の
栄
冠
を
手
中
に
収

め
ま
し
た
。
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
菊

地
さ
ん
は
、
市
長
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
プ
ロ
テ
イ
ン
を
摂
取
し
な
が
ら
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

問

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

 

（
一
瀬
）
内

4
３
１
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大
塚
製
薬
株
式
会
社
と

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を

包
括
連
携
協
定
を

��

締
結
し
ま
し
た

締
結
し
ま
し
た

　

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
緊
密
な
相
互
連

携
と
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
迅
速
か

つ
適
切
に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化

お
よ
び
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
社
は
、

全
国
の
自
治
体
と
連
携
し
、
各
地
で
熱
中

症
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
、
健

康
増
進
に
関
す
る
施
策
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
食
育
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
こ
と
、

災
害
対
応
な
ど
幅
広
い
分
野
で
連
携
し
て

い
く
予
定
で
す
。

問

企
画
政
策
課　

企
画
調
整
係

　

 

（
松
野
）
内

２
３
３

桃
源
郷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

桃
源
郷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

　

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
現
在
、
集
落

支
援
員
と
し
て
富
士
ケ
丘
楊
枝
方
地
区
の

活
性
化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
石
渡
の

り
お
・
ち
ふ
み
ご
夫
妻
が
、
北
茨
城
で
の

創
作
活
動
の
報
告
の
た
め
、
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

 　

桃
源
郷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
と
い

う
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
、夫
妻
か
ら「
北

茨
城
に
来
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
創
作
活
動
に
打
ち
込
め
ま
す
」
と
の
報

告
が
あ
り
、
豊
田
市
長
か
ら
「
お
二
人
は

市
に
と
っ
て
必
要
な
人
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

問

企
画
政
策
課　
　

 （
石
崎
）
内

２
３
２

磯
原
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

磯
原
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
い
そ
は
ら
」

「
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
い
そ
は
ら
」

▽�

点
灯
期
間　

　

12
月
１
日
㈬
～
令
和
４
年
１
月
10
日
㈪　

　

午
後
４
時
30
分
～
10
時

▽�

と
こ
ろ　

磯
原
駅
東
口
ふ
れ
あ
い
公

園
、
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
本

年
度
は
点
灯
式
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

問

商
工
観
光
課　

観
光
係

 

（
柴
田
）
内

３
６
３

1111
月
９
日
～

月
９
日
～
1111
月月
1515
日日

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、「
火
の
用
心
」
の
意
識
を
持
ち
、

自
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　

�

火
の
始
末
』

（
２
０
２
１
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語
）

問

消
防
本
部　

予
防
課

 

　
（
菊
池
、
小
谷
野
）
☎
42

－

０
１
１
９

　
 

内

２
３
１
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メ
ー
ル

配
信
登
録

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

無
料
の
歯
科
健
診
を

無
料
の
歯
科
健
診
を

��

実
施
し
て
い
ま
す

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
等

の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
無
料
の
歯

科
健
康
診
査
を
９
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

（
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）
ま

で
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
で

① 

昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
21
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

② 

昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和
16
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

③ 

昭
和
10
年
４
月
１
日
～
昭
和
11
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

※ 

対
象
と
な
る
方
に
８
月
中
旬
頃
に
歯
科

健
診
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
（
施

設
等
入
所
者
を
除
く
）。

※ 

再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
下
記
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
健
診
内
容

　

 

口
腔
内
の
状
態
を
確
認
す
る
検
査
や
口

腔
機
能
評
価
な
ど

※
入
れ
歯
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽
受
診
場
所

　

 

歯
科
健
診
の
案
内
と
あ
わ
せ
て
送
付
さ

れ
て
い
る「
実
施
歯
科
医
療
機
関
一
覧
」

に
記
載
の
あ
る
歯
科
医
療
機
関

▽
受
診
方
法

① 

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康

診
査
事
業
で
健
康
診
査
受
診
と
伝
え

て
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

受
診
日
ま
で
に
、
受
診
票
内
の
問
診
項

目
を
記
入
の
う
え
、
受
診
日
当
日
に
被

保
険
者
証
、
受
診
券
、
受
診
票
、
健
康

手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

事
業
課　

保
健
資
格
班

　
　

 

☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１
２
１
２

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
控
除
証
明
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
申
告
の
際
に
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
控
除
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※ 

控
除
証
明
書
は
市
役
所
で
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
。

▽
証
明
書
が
郵
送
さ
れ
る
時
期

　

11
月
上
旬

・ 

10
月
１
日
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
令
和
４
年
２
月

上
旬
と
な
り
ま
す
。

・ 

ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
控
除
の
対
象
で
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

▽
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　〈
受
付
時
間
〉

　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

 

第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時

※ 

第
２
土
曜
日
を
除
く
土
日
祝
日
、
12
月

29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
不
可

問

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

 

（
石
森
）
内

１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

 

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
２
５

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
の
上
、

内
容
等
を
簡
素
化
す
る
な
ど
し
て
行
う
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
内
容
等
の
変
更
ま
た
は
開
催
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
59
回�

北
茨
城
駅
伝
競
走
大
会

▽
と
き　

１
月
15
日
㈯

▽�

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）、
市
内
一
円

▽�

参
加
費　

補
欠
を
含
め
登
録
１
人
に
つ

き
１
０
０
円
（
保
険
料
）

▽
競
技
部
門

　

 

一
般
・
高
校
の
部
（
今
年
度
中
学
生
の

部
は
行
い
ま
せ
ん
）

▽�

申
込
方
法　

代
表
者
会
議
当
日
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ

▽
代
表
者
会
議

　

12
月
16
日
㈭　

午
後
６
時
30
分
～

申
問

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

 

（
白
土
）
内

４
２
０

雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

冬
季
営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

冬
季
営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

▽
期
間　

12
月
１
日
～
２
月
末
日

▽
時
間
帯　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

夜
間
（
午
後
６
時
～
午
後
９
時
）
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

磯
原
地
区
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

 

☎
44

－

３
０
９
０

令
和
３
年
度
磯
原
節
大
会

令
和
３
年
度
磯
原
節
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る
磯
原
節
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
催
を
中
止

し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問

磯
原
節
大
会
実
行
委
員
会

 

（
滝
）
内

３
６
３
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「
自
宅
か
ら
の
ｅ

「
自
宅
か
ら
の
ｅ--

Ｔ
ａ
ｘ
相
談
会
」

Ｔ
ａ
ｘ
相
談
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
を
前
に
、
お

持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

申
告
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
「
自

宅
か
ら
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
確
定
申
告
期
の

税
務
署
や
市
役
所
の
申
告
会
場
は
大
変
混

雑
し
ま
す
。
ご
自
宅
で
確
定
申
告
が
で
き

る
よ
う
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
概
要
、
手
続
等

の
事
前
相
談
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

手
続
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
案
内
」
お
よ
び
「
申

告
専
用
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
」
を

行
い
ま
す
。

▽
と
き　

11
月
18
日
㈭

・
午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

 

相
談
会
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

日
立
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

 

☎
０
２
９
４

－
21

－
６
３
４
８（
直
通
）

日
立
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
分
以
降
の

令
和
３
年
分
以
降
の

年
末
調
整
等
説
明
会

年
末
調
整
等
説
明
会

��

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

社
会
全
体
の
意
識
の
変
化
や
行
政
手
続
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
令
和

３
年
分
以
降
の
年
末
調
整
に
係
る
情
報
提

供
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
非
対

面
方
式
と
な
り
、
従
来
型
の
大
規
模
集
合

方
式
に
よ
る
年
末
調
整
説
明
会
は
開
催
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情
報

に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
用
紙
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
税
務
署
の
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ピ
ー
し
た
も
の
や
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

日
立
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

 

（
鶴
間
）

 

☎
０
２
９
４

－

21

－

６
３
５
２
（
直
通
）

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付

　

11
月
は
、
個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
を

納
め
る
月
で
す
。
納
付
書
は
、
11
月
中
旬

頃
お
手
元
に
届
き
ま
す
。
納
期
限
の
11
月

30
日
㈫
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
は
、
口
座
振
替
制
度
も
利

用
で
き
ま
す
。

問

常
陸
太
田
県
税
事
務
所　

高
萩
支
所　

　

個
人
事
業
税
担
当

 

☎
22

－

２
０
１
９

　

1111
月
は
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
時
や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育

て
で
悩
ん
だ
と
き
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

　

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※ 

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係　

 

（
鈴
木
、
吉
田
）
内
１
３
３

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

��

な
く
す
運
動
週
間
」

な
く
す
運
動
週
間
」

（（
1111
月月
1212
日
～
日
～
1111
月月
2525
日
）
日
）

　

11
月
25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」
で
す
。
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

・
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー　

 

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

４
１
６
６

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係　

 

（
鈴
木
、
吉
田
）
内
１
３
３
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フォ ュトニ ース
北茨城市役所　☎43-1111

　常北中学校で写生会、クリーン作戦を実施しました。
　写生会は、１年生大津港、２年生東漸寺、３年生平潟
港で行われ、生徒全員が学区の美しい風景を描きました。
学校行事の見直しが進み、写生会を実施している中学校
は県内でも珍しいそうですが、常北中学校では写生会を
とおして郷土愛を育みたいと考え、毎年写生会を実施し
ています。
　写生会終了後は、会場や周辺道路のクリーン作戦とし
て、ゴミ拾いを行いました。

　中郷中学校で開催された運動会。種目を大
幅に減らし、生徒の応援席には、手指消毒用
のアルコールを配置するなど新型コロナウイ
ルス感染症対策を講じた中での開催となりま
した。残念ながら保護者の声援はありません
でしたが、生徒の皆さんは自分たちの勝利を
目指して全力で競技し、クラスの絆を深める
ことができたのではないでしょうか。

　石岡小学校で６月に苗植えを行ったさつまい
もが収穫の時期を迎え、昼休みの時間を利用し
て児童の皆さんがサツマイモ掘りにチャレンジ
しました。さつまいもを傷つけないようにシャ
ベルや手で慎重に掘り起こし、大きなさつまい
もには歓声があがるなど楽しい収穫作業でし
た。収穫したさつまいもは各家庭に持ち帰り、
おいしく食べられたことでしょう。

秋晴れの中での写生会秋晴れの中での写生会

秋空の下、運動会秋空の下、運動会

10月

10月

さつまいもが採れたよさつまいもが採れたよ10月
15日

5日

15日
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北茨城市役所　☎43-1111

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
観
や
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
在
住
の
60
代

Ａ
さ
ん
に
自
身
の
健
康
の
秘

訣
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
た
と
え
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も

笑
っ
て
い
ら
れ
、
人
に
感
謝
を
伝
え
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
」

―
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
健
康
づ
く
り

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か

　

私
は
、
定
期
的
に
運
動
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
お
り
、
約
２
kg
の
重
り
玉
を

30
分
く
ら
い
か
け
て
上
げ
た
り
下
ろ
し

た
り
す
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ダ
ン
ベ
ル
で
は
な

く
、
あ
え
て
自
宅
に
あ
る
持
ち
づ
ら
い

重
り
を
選
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別

な
器
具
が
な
く
て
も
、
自
宅
に
あ
る
も

の
で
十
分
に
運
動
が
で
き
ま
す
。
自
己

流
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
生
活
に
運
動
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の
生
活

や
健
康
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
か

　

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
辛
か
っ
た
で
す

ね
。
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
人
と

の
交
流
が
で
き
な
い
分
、
よ
り
自
然
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

に
足
を
つ
け
た
生
活
と
で
も
言
う
の
で

す
か
ね
、外
で
虫
の
音
色
を
聞
い
た
り
、

風
を
感
じ
た
り
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
同
士
で
励
ま
し
合
う
こ
と
も
増
え

ま
し
た
。
な
の
で
、
以
前
よ
り
心
が
豊

か
に
な
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

感
染
対
策
上
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
仲
間

と
の
心
の
距
離
は
近
づ
い
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

―
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
の
健
康
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か

　

私
に
と
っ
て
の
健
康
は
、
呼
吸
が
楽

に
行
え
る
こ
と
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
る

こ
と
、
脳
や
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
、
自

然
や
人
に
感
謝
で
き
る
こ
と
で
す
か

ね
。
最
近
で
は
、
健
康
の
た
め
に
は
予

防
医
療
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
病
気
を
予
防
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
た
と
え
病
気
に

な
っ
た
と
し
て
も
笑
っ
て
い
ら
れ
た

り
、人
に
感
謝
を
伝
え
ら
れ
た
り
な
ど
、

自
分
自
身
の
健
康
観
を
持
っ
て
い
ら
れ

る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
】

　
北
茨
城
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

　

 

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
地
域
総
合
診

療
医
学　

 

川
田　

尚
吾

　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

鈴
木　

和
江

問

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

（
菊
池
）
☎
44

－

７
１
１
１

わたしの
健康づくり

ファミリー・サポート・センター

協力会員

募 集

活動内容の一部

★食事の買物や支度
★仕事で遅くなる家族の代わりに学童へお迎え
★お部屋のお掃除　等

ファミリー・サポート・センターでは随時会員を募集しております
興味や関心のある方は、下記にご連絡ください
　　　　　社会福祉法人北茨城市社会福祉協議会ファミリー・サポート・センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎42－0782
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診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

横谷 五十嵐
梶川（第1・3）�
五十嵐（第2）�
吉本（第4）

吉本 五十嵐

海老澤 横谷 海老澤（第1・3）�
幸田（第2・4） 飯塚 吉本（第1・3）�

横谷（第2・4）

幸田 海老澤 鈴木 幸田 梶川（第1・3）�
海老澤（第2・4）

午後

五十嵐 横谷
横谷（第1・3）�
五十嵐（第2）�
吉本（第4）

海老澤（第1・3）�
吉本（第2・4） 五十嵐

海老澤 梶川 梶川 梶川 幸田

幸田 幸田 幸田 飯塚 海老澤（第1・3）�
横谷（第2・4）

訪問
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

飲酒量�
低減外来 午前 － － － △（完全予約制） －

心療内科 午前 △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制）

◎１カ月の診療体制表は受付に準備しておりますので、お気軽にお声掛けください。　� 　問 家庭医療センター　☎ 43－1131

●外来・訪問診療のご案内●外来・訪問診療のご案内　　※学会等で休診、変更となる場合があります。※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和３年11月１日現在令和３年11月１日現在

北茨城市民病院附属北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診�療�科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始【診�療�科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

　

こ
の
10
月
か
ら
北
茨
城
市
民
病
院
附
属

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
ま
し
た
五
十
嵐
淳
と
申
し
ま
す
。
出

身
大
学
で
あ
る
筑
波
大
学
附
属
病
院
で
研

修
し
た
後
、
茨
城
に
残
り
内
科
・
総
合
診

療
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

県
北
地
域
で
の
勤
務
は
初
め
て
に
な
り
ま

す
が
、
早
く
北
茨
城
の
環
境
に
慣
れ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
北
茨
城
市
民
病
院
附

属
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
赴
任
し
ま
し
た

幸
田
千
佳
と
申
し
ま
す
。
茨
城
県
内
で
生

ま
れ
育
ち
、
県
外
で
の
大
学
生
活
と
初
期

研
修
を
経
て
茨
城
県
に
戻
り
、
複
数
の
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
勤
務
の
後
に
、
初
め

て
北
茨
城
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
北

茨
城
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

センター長
五十嵐　淳

医  師
幸田　千佳

北
茨
城
市
民
病
院
附
属
　家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
10
月
　
新
任
医
師
あ
い
さ
つ
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� 　問 市民病院　医事課　（井上）☎ 46－1121 内 2 2 5 5

【再来受付時間】 午前：８時から11時まで
     （午後：受付時間は各診療科の下に記載）

【 休  診  日 】 第２・第４土曜日、日曜祝日 

小 児 科
（救急）

県北地区小児救急は、日立総合病院（☎ 0294-23-1111）に集約されています。�
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
外 科 火・水曜日は手術日の為、診察までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前
にご確認ください。第１・３木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をお持ちください。

●外来担当医のご案内●外来担当医のご案内��※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

●各科からのお知らせ●各科からのお知らせ

　『完全面会禁止』のお願い 新型コロナウイルス感染症対策として、『完全面会禁止』としています。
入院患者さんの命を感染症から守る厳戒態勢の措置ですので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北茨城市民病院診療体制北茨城市民病院診療体制

＜内科＞
○�４月から、腎臓内科専門外来
の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○�４月の第３土曜日から、日立
総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

＜内科＞
○�４月から、腎臓内科専門外来
の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○�４月の第３土曜日から、日立
総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

診療科 月 火 水 木 金 土（第1,3,5） 入院

内�科
午後は予約のみ

午前
初診 石橋・山本 石橋・中村 中村

植草（2・3） 植草・鈴木 植草・宮本 当番制

○予約 植草・藤枝
鈴木 藤枝・山本 藤枝・横谷�

植草（1･4） 石橋 藤枝・中村 石橋

午後 予約 植草・藤枝　 宮本 植草（第 5除く）�
藤枝 植草・石橋 藤枝・宮本

植草（1･3） *
腎臓内科専門外来
13：30～16：00 * * * * 臼井（2・4） * *

循環器内科
予約のみ

午前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（第 3） 山尾・油井
○午後 *　　 *

油井�
14：00 ～16：00 山尾 非常勤（第1） *

禁煙外来 中村 * * * * 油井

**
動脈硬化外来　

14：00～16：00 * * 油井 * * *
ペースメーカー外来
13：30～15：00 山尾 * * * * *

呼吸器科
予約のみ

午前 * * * * 非常勤（第 2） * *

外�科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
午後は予約のみ

午前 担当医
10：00 ～ *

田口
担当医�
10：00 ～

田口
10:00 ～

田渕�
９:00 ～�
小出
10:30 ～

窪木
10:00 ～
山﨑（1・3）
9:30 ～

小出
（２・４・５）
10:30 ～

担当医
10：00 ～ ○

午後 小出 手術日 手術日 小出
宇佐美（1・3・5） 窪木 *

乳腺外来
13：30～15：00 * 大竹（第５） * 立花（第 2） * * *

産婦人科
13：00～16：00

午前 小池（数） 小池（数） 小池（数） 小池（数） 井上 小池（数） ○
婦人科のみ午後 * 小池（数） * * * *

眼�科
13：00～16：00

午前 今留 * 今留 今留 今留 今留 ○午後 今留 * 今留 手術日 今留 *

小児科
午後は予約のみ

午前 佐藤 白石 小宅・平木 関島� 平木 *

*
午後 予防注射�

佐藤 *
乳児健診
平木 小宅 関島 平木 *

心臓外来
14：00～ 16：30 * * * * 堀米（第４） *

泌�尿�器�科
13：00～15：00

午前 * * 黒田 * * * *午後 * * 黒田 * * *
脳神経外科
13：00～14：30
第 4木曜日のみ
13：00～14：00

午前 * 杉山（第３） 遠藤（第３） 楠（1・2・4） 金子 小磯（1・3）

*午後 * * * 楠（1・2・4） 金子 *
しびれ外来

9：00 ～11：00 * * 遠藤（第３） * * *

整形外科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
13：00～ 15：00

午前 窪田�
９：30 ～

小幡�
９：30 ～

稲垣�
９：30 ～

天神�
９：30 ～

脇谷�
９：30 ～ *

*
午後 窪田 小幡 稲垣 天神 脇谷 *

耳鼻いんこう科
13：00～ 14：30

午前 * 松本 * 宮本 小海（第 2） 非常勤
*午後 * 松本 * 宮本 小海（第 2） *

皮膚科
13：00～16：00

午前 橋本 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本
要相談

午後 橋本 手術・検査 橋本 褥瘡外来
（2・4） 倉持 橋本 *

歯科口腔外科�
13：00～ 16：00
診察開始は�
13：30～

午前 長井・長谷川 長井
高岡（2・4） 長井・長谷川 長井

長谷川
飯坂

（2・4・5）

手術
（1・3）

長谷川・福澤 長井・長谷川
○

午後 長井・長谷川
長井

萩原（1・3・5）
高岡（2・4）

長井・長谷川 長谷川・福澤 *

麻酔科
13：00～16：00

痛み外来
（ペインクリニック）
13：00 ～16：00

* * * * 洪（1・3） * *

令和３年11月１日現在

※1����������（網かけ）は再診予約です。※1����������（網かけ）は再診予約です。
※2�カッコ内の数字は週数を表しています。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

感染症外来の

お知らせ
�　市民病院では新型コロナウイル
ス感染症対策として感染症外来を
実施しています。
　予約制ですので、発熱、咳や風邪
症状等のある方は下記の時間にお
問い合わせください。
【平日�月～金曜日�9：00～12：00】

問 �感染症外来

☎ 46－1121㈹
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

■
乳
幼
児
健
康
診
査　

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　

11
月
18
日
㈭

・
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

　

11
月
26
日
㈮

・
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

12
月
２
日
㈭

・
３
歳
児
健
康
診
査

　

11
月
12
日
㈮

※ 

受
付
時
間
・
場
所
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

※ 

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

健
康
づ
く
り
支
援
課 

内
１
９
６

■
育
児
相
談

 

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽
と
き　

11
月
24
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
問

健
康
づ
く
り
支
援
課 

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　

11
月
10
日
㈬
、
12
月
１
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
津
子
ど
も
の
家

問

子
育
て
支
援
課 

 

内
１
３
２

■
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

 

☎
＃
８
０
０
０

　

す
べ
て
の
電
話

 

☎
0
５
０

－

5
４
４
５

－

2
８
５
６

 

（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
可
）

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【11月、12月の主な予定】　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～11時30分

11　

月

11日
勤労感謝の日制作

15日 勤労感謝の日制作② 4日
七五三制作

9日 スタンプ遊び

12日 16日 英語で遊ぼう 11日 12日 楽器遊び

15日
オーナメント制作

19日 ヨガ講座 16日 リトミック教室（要予約）16日 戸外遊び

16日 24日 リトミック 18日
散歩・お誕生日会

19日 リズム遊び

18日 リトミック （1部）

（2部）

 ０歳～１歳半対象 
　 10時～11時

 １歳半～対象 
　 11時～12時

25日 26日 室内遊び

19日 ツリー飾り 30日 母親講座（要予約）30日 楽器遊び

25日
冬の部屋飾り制作

26日

29日 お誕生日会 
壁面制作

30日 クリスマス制作①

30日

12　

月

2日
クリスマス制作

1日 健康講座
2日

クリスマス制作 
お誕生日会

3日 戸外遊び

3日 6日 お誕生日会 7日 運動遊び

6日 クリスマスカード
制作

10日 クリスマス制作② 7日 身体測定 14日 クリスマス制作

7日
9日

クリスマス制作 
お誕生日会

17日 クリスマス会（要予約）

10日 ミニクリスマス会 21日 お正月制作

14日 リトミック教室（要予約）

16日 クリスマス会（要予約）

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330 ☎42－0737 

（磯原保育園内）
☎46－5811 

（大津保育園内）

　子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に
集まる場所です。
　※ 利用に関しましては引き続き施設の指示に従い、また、お子さんの

マスク着用にご協力をお願いします。
　※今後の予定変更時には市ホームページにてご案内します。

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

Autumn
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放射能測定結果

市内の放射線量の測定市内の放射線量の測定
①小学校� （地上50cm）

測定場所 測定値
８月６日、13日、16日

中 郷 第 一 0.06
中 郷 第 二 0.07
石 岡 0.07
精 華 0.07
明 徳 0.07
中 妻 0.07
華 川 0.07�
関 南 0.07
大 津 0.07
平 潟 0.07

②中学校� （地上１ｍ）

測定場所 測定値
８月６日、13日、16日

中 郷 0.06
磯 原 0.06
華 川 0.07
常 北 0.07
関 本
小 中
（地上50㎝）

0.07

③私立幼稚園（地上50cm）

測定場所 測定値
８月13日、17日　　　

い そ は ら
幼 稚 園 0.07
杉 の 子
幼 稚 園 0.05
誠 之 会
幼 稚 園 0.07
旭 幼 稚 園 0.07

※測定値の単位は、すべてマイクロシーベルト／毎時です。

問  教育総務課 内 453

※�環境省の定める除染を実施する要件は、
　平均 0.23マイクロシーベルト／毎時以上です。

非破壊放射能検査非破壊放射能検査 農産物等の放射性物質濃度測定農産物等の放射性物質濃度測定

　市内で生産され市場に流通する水産物、農産物
の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）
◆10月１日～10月４日までの検査結果

※�一般食品（水産物）の放射性物質の基準値は 100Bq/Kg です。
※�検査結果の詳細は市のホームページで公表しています。

問農林水産課　水産振興係　内 382

◆９月17日～10月19日の測定結果
　（�非破壊放射能検査施設にて測定）

※�測定品がありませんでした。
※�測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施
設へ電話予約をお願いします。

問生活環境課　環境政策係�内 371
　非破壊放射能検査施設　☎４６－３１５１

◆常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）

　��９月14日～10月14日の測定値

　・最大値　0.076��（10月13日）

　・最小値　0.062��（10月２日）

◆水道水の測定値
　�浄水、原水とも放射性物質は検出され

ていません。

◆食品の放射性物質濃度測定について
　�大津漁港にある非破壊放射能検査施設

にて測定します。事前に下記まで電話

予約をお願いします。

　問  非破壊放射能検査施設
　　�☎４６－３１５１
������（月～金、午前 9時～午後３時）

◆放射線量測定器の貸し出しについて
　�生活環境課で受け付けています。

は
じ
め
に

　

大
北
川
河
口
に
位
置
す
る
天
妃
山
の
麓
に
、

碑
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
（
写
真

１
）。
こ
の
碑
は
、
当
市
の
石
炭
産
業
の
礎
を

築
い
た
、
上
小
津
田
村
（
現
華
川
町
）
生
ま
れ

の
神
永
喜
八
の
顕
彰
碑
で
す
。

 　

な
ぜ
神
永
喜
八
の
顕
彰
碑
が
、
大
北
川
河
口

に
建
立
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
理
由
は
、

石
炭
の
流
通
と
野
口
雨
情
の
生
家
で
あ
る
野
口

家
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
石
炭
と
神
永
喜
八
、
野
口
家
の
関
わ

り
と
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
け
る
石
炭
産
業

関
連
の
展
示
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ク
ン
ド
ン
岩
」

　

江
戸
時
代
の
文
化
年
間
（
１
８
０
４
～

１
８
１
７
）
に
、
水
戸
藩
附
家
老
で
あ
る
中
山

氏
の
知
行
地（
現
北
茨
城
市
域
の
一
部
を
含
む
）

の
地
誌
『
松
岡
地
理
誌
』
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
「
焼
土　

其
色
黒
ク
シ
テ
炭
の

如
シ
、
里
人
ク
ン
ド
ン
岩
ト
云
…
是
ヲ
焼
ハ
臭

シ
、
其
臭
気
獣
ノ
類
甚
タ
嫌
フ
ト
云
…
」
と
い

う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ク
ン
ド
ン
岩
」

が
石
炭
の
こ
と
で
、
燃
や
す
と
獣
も
嫌
が
る
臭

い
を
発
す
る
と
い
う
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
、
江
戸

時
代
中
期
の
人
々
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

野
口
家
と
廻
船
業

　

無
用
の
長
物
で
あ
っ
た
石
炭
に
、
商
品
と
し

て
の
価
値
を
見
出
し
た
の
が
神
永
喜
八
で
し

た
。
小
豆
畑
村
（
現
華
川
町
）
の
石
炭
露
出
層

を
採
掘
し
、
そ
の
石
炭
を
、
大
北
川
河
口
の
磯

原
港
（
磯
原
海
岸
）
ま
で
運
搬
し
、
そ
こ
か
ら

船
で
江
戸
に
運
び
商
品
化
し
ま
し
た
。
嘉
永
４

年
（
１
８
５
１
）、
神
永
喜
八
が
28
歳
の
時
で

し
た
。
神
永
喜
八
は
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、

北
茨
城
の
石
炭
業
の
代
表
的
な
人
物
に
な
り
ま

し
た
。

　

明
治
時
代
、
神
永
喜
八
が
採
掘
し
た
石
炭
を

京
浜
方
面
に
販
売
す
る
た
め
、
磯
原
港
を
拠
点

と
し
て
輸
送
業
を
担
っ
た
の
が
、
野
口
雨
情
の

父
量
平
で
し
た
。
ま
た
、
神
永
喜
八
顕
彰
碑
の

文
章
を
つ
く
っ
た
の
は
、
量
平
の
兄
で
、
野
口

雨
情
の
伯
父
に
あ
た
る
明
治
時
代
の
衆
議
院
議

員
で
あ
っ
た
野
口
勝
一
で
す
。

資
料

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
石
炭
産
業
で
使
用

さ
れ
た
ア
セ
チ
レ
ン
灯
（
カ
ン
テ
ラ
）
や
測
風

器
微
風
計
、
温
湿
度
計
な
ど
の
道
具
を
、
昭
和

の
映
像
と
と
も
に
展

示
し
て
い
ま
す
（
写

真
２
）。
か
つ
て「
黒

ダ
イ
ヤ
」
と
称
さ
れ

た
石
炭
と
そ
の
産
業

に
つ
い
て
、
改
め
て

見
直
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
の
資
料
が
語
る

歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
の
資
料
が
語
る

北
茨
城
市
の
歴
史

北
茨
城
市
の
歴
史

★�「
資
料
館
収
蔵
品
展
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。

★�

令
和
４
年
は
、西
丸
帯
刀
生
誕
２
０
０
年
、

野
口
雨
情
生
誕
１
４
０
年
で
す
。

    写真１
    神永喜八顕彰碑

写真２　展示風景

項目 検査件数
検査結果

測定品目
基準値超過

水産物 4 0
タチウオ、ムシガレイ、アジ、
アンコウ

項　目 測定
件数

検出件数
測定品目

基準値以内 基準値超過

なし ０ ０ ０
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N

11
月
11
日
～
17
日
は

�

税
を
考
え
る
週
間
で
す

案内
　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行

政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
11
月
11

日
～
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
税
を
考

え
る
週
間
で
は
、「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
民

各
層
・
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
日
常

生
活
と
税
の
関
わ
り
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
納
税
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
特

設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各

種
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP https://w
w

w.nta.go.jp/

生
き
が
い
講
座

「
お
正
月
フ
ラ
ワ
ー

�

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

募集▽
と
き　

12
月
28
日
㈫

・
午
前
10
時
～
12
時

・
午
後
１
時
～
３
時

※
午
前
午
後
ど
ち
ら
か
を
受
講

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
対
策
に
よ
り
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」

▽
対
象
者

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▽
参
加
人
数　

各
20
人
（
先
着
）

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円

▽�

内
容　

お
正
月
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
成

▽
用
意
す
る
も
の

　

 

は
さ
み
、新
聞
紙
、レ
ジ
袋
等（
作

品
を
持
ち
帰
る
袋
）

▽
講
師　

渡
辺　

久
美
子
氏

▽�

申
込
方
法　

11
月
12
日
㈮
か
ら

電
話
で
左
記
へ

申 
問 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ

ト
」

 

（
篠
原
）
☎
43

－５
３
６
１

リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌

�

差
し
上
げ
ま
す

案内
　

図
書
館
で
は
、
不
要
と
な
っ
た

雑
誌
１
年
分
（
２
０
１
８
年
１
月

～
12
月
分
）
を
希
望
者
に
差
し
上

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
図
書

館
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

▽�

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
直
接
左
記
窓
口
へ

▽
申
込
期
限　

11
月
28
日
㈰

※ 

申
込
用
紙
は
図
書
館
内
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
、
当
選
者

の
み
に
通
知
し
ま
す
。

申 
問

市
立
図
書
館

 

☎
42

－

１
４
５
１

ふ
る
さ
と
講
座

北
茨
城
の
偉
人　

日
本
画
家　

飛
田
周
山

募集▽
と
き　

12
月
４
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
館　

　

２
階
会
議
室

▽
講
座
内
容

①
講
座

　
「
飛
田
周
山　

　

な
ぜ
忘
れ
さ
ら
れ
た
の
か

 

－

今
後
の
顕
彰
の
た
め
に

－

」

　

講
師　

中
田　

智
則
氏

　
（
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
）

②
活
動
報
告

　

 「
飛
田
周
山

－

北
茨
城
の
文
化
を

考
え
る
会
の
取
り
組
み

－

」

　

報
告
者　

松
﨑　

道
子
氏

▽
募
集
人
数　

30
名
（
抽
選
）

▽�

申
込
方
法　

11
月
24
日
㈬
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

※ 

申
込
み
は
火
曜
日
～
日
曜
日
の

み
※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
問
歴
史
民
俗
資
料
館　

 （
井
坂
、
沼
田
）
☎
43

－

４
１
６
０

３
分
で
わ
か
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
口
腔
ケ
ア

案内
　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
講
座
を

ウ
ェ
ブ
で
11
月
５
日
㈮
か
ら
配
信

し
ま
す
。

▽
内
容　

　

①
コ
ロ
ナ
と
歯
科

　

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
む
し
歯
予
防

▽�

視
聴
方
法　

日
立
歯
科
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
視
聴
し

て
く
だ
さ
い
。

 
問

日
立
歯
科
医
師
会

 

☎
０
２
９
４

－
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N

市立図書館

新 刊 図 書
11
月

－December －

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎＃8000
すべての電話�☎050-5445-2856

24時間
365日
対応可

診 療 時 間 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

11/ ７ 市民病院 11/23 大津町クリニック 12/12 いそはらクリニック
☎ 46-1121（関南町） ☎ 30-2200（大津町） ☎ 30-1580（磯原町）

11/14 廣橋クリニック 11/28 あおぞらクリニック 12/19 市民病院
☎ 46-5111（大津町） ☎ 30-7770（中郷町） ☎ 46-1121（関南町）

11/21 市民病院 12/ ５ 市民病院 ※ 新型コロナウイルス感染症予防のため、 
受診する前に必ず電話してください。☎ 46-1121（関南町） ☎ 46-1121（関南町）

休日休日のの

当番医当番医

固定資産税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料
12月27日㈪

来月の
納税

各
種
相
談
な
ど

申 問 まちづくり協働課　広報広聴係（小山）内 １９３

11月～12 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 12/1 2 3 4

 は休館日です。市立図書館　☎４２－１４５１

■元気ステーション総合相談窓口
医療や介護に関するご相談
平日　午前９時～午後７時
問 元気ステーション　☎４４－７１１１

■いばらき就職支援センター出張相談
11月16日㈫　午前10時～午後３時
市役所４階401会議室
問 商工観光課　内 ３６２

■心配ごと相談
【地域福祉交流センター】
11月18日㈭、12月2日㈭

【大津町公民館】
11月11日㈭、11月25日㈭、12月9日㈭
どちらも午後１時～４時
問 社会福祉協議会　☎４２－０７８２

■精神保健相談（要予約）
　11月17日㈬
　問 健康づくり支援課
　内 １９６

－November －

● 輝山 澤田　瞳子
● 二十一時の渋谷で 古内　一絵
● 定形外郵便 堀江　敏幸
● あのころなにしてた？ 綿矢　りさ
● おさるのゆめ いとうひろし
● 体育がある 村中　李衣

★無料相談★ 行 政 書 士 相 談 法 律 相 談 司 法 書 士 相 談
と 　 　 き 12月２日㈭午後１時～５時 12月10日㈮午後１時～４時30分 11月22日㈪午後１時～４時
と� こ� ろ い � ず � れ � も � 市 � 役 � 所 � ４ � 階 � 会 � 議 � 室
電話予約開始日 11月25日㈭ 12月３日㈮ 11月15日㈪

申 込 方 法 指定の電話予約開始日の午前８時30分から９時10分までは予約専用電話43－2324へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

備 　 　 考 行政書士による相談（相談時間40分） 弁護士による相談（相談時間20分） 司法書士による相談（相談時間40分）
内 　 　 容 相続や遺言、各種行政手続き 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 不動産の名義変更、相続、贈与

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況により中止と
なる場合があります。

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎＃7119
すべての電話�☎050-5445-2856

☆図書館おはなし会☆
　11月10日㈬、17日㈬

　午前10時～10時30分

☆エプロンシアター☆
　11月13日㈯　午前10時～ 10時30分
☆メリアンさんの英語のおはなし会☆
　11月27日㈯　午前10時～ 10時30分

　　☆ぽっぽのおはなし会☆
11月24日㈬　午前10時～ 11時

※�最新情報はホームページをご確認いただくか、　
図書館までお問い合わせください。



総人口… 40,875人( － 52) 出 生… 17人 (   －  2)
　　男…  20,321人( － 21) 死 亡… 55人 (   ＋12)
　　女…  20,554人( － 31) 転 入… 62人 (   －  4)
世帯数…  16,942世帯(－ 9)  転 出… 76人 (   －  2)

43ｰ3110☎防災行政無線確認電話番号
市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350

緊急情報メール
配信登録

北茨城市
ホームページ

iOSAndroid

きたいばナビ市の人口と世帯 令和３年10月１日現在　（　）は前月比

！ううちちののア

募集中です！募集中です！

「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳未満のお子さんを募集しています。
（写真は兄弟姉妹も可）  ぜひご応募ください！！

「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳以下のお子さんを募集しています。
（写真は兄弟姉妹も可）  ぜひご応募ください！！

●申込方法　

お子さんの氏名、生年月日、保護者の名前と続柄、住所、電話番号、紹介文（50～80字）を

申込書またはメールに記入し、写真（データ可、横写真推奨）を添えて下記へ

※申込書は右記窓口または市HPから

　ダウンロードできます。

まちづくり協働課 広報広聴係（山縣）　１９３
30‐1350　       
info@city.kitaibaraki.lg.jp

申 問 内

FAX

Email

令和３年度 明るい選挙啓発ポスターコンクール入選作品

火災予防ポスターコンクールの結果
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精華小学校５年
益子　漣弥

精華小学校６年
田原　昌磨

磯原中学校２年
宇野　大翔

精華小学校３年
大井川　成心

明徳小学校６年
髙星　翔

常北中学校３年
関　大和

常北中学校１年
小野　緋奈乃

関本小学校５年
大友　柚芭

中郷中学校２年
山野邉　聖

大津小学校６年
角場　妃奈乃

磯原中学校２年
荒川　愛菜

【小学生の部】

最優秀賞
　　  【小学校の部】　　　　　　【中学校の部】

優秀賞
  【小学校の部】       【小学校の部】       【中学校の部】

【中学生の部】

　このコンクールは、市内の小中学生が政治や選挙に関心が持てるように毎年度実施しており、今年度は小学
校から 89 点、中学校から 77 点、合計で 166 点の応募がありました。市選挙管理委員会の第１次審査を通過
した作品６点が、県選挙管理委員会の第２次審査に出品されました。 問 選挙管理委員会（矢吹）内３２２

　小中学校から応募された106 点の中から、次の作品が県のコンクールに出展されます。

　応募作品は、１０月２９日から１１月１５日までヨーク
ベニマル中郷店に展示されています。
 問 消防本部　予防課
 （菊池、小谷野）☎４２－０１１９ 内２３１


